
日本史授業プリント近代８(080) 明治初期の展開（３）殖産興業 

２年   組   番            . 

☆１殖産興業   (国家による近代産業の育成「上からの資本主義化」) →２富国強兵    

(ａ) 封建的諸規制の廃止…関所・宿駅・助郷制度などの撤廃、株仲間の廃止 居住・職業の自由 

 (ｂ)３外国人教師（４御雇外国人    ）の指導 …高額の給与 

 (ｃ) 当初は大蔵省・民部省が担当 

     ５工部省   新設[1870]…伊藤博文 官営事業に重点 

     ６内務省   新設[1873]…７大久保利通 民業育成に重点 

  ※８第１回内国勧業博覧会[1877]…東京上野公園 国内物産の展示･販売 政府主催 

     ほかにも各地で共進会(産業技術の交流) 

 

諸産業の育成 ☆９官営模範工場の設立…政府直営 民間の機械制工場の発達をうながす 

 鉱工業 <例> 10東京砲兵工廠
こうしょう

、11大阪砲兵工廠、12長崎造船所、13横須賀造船所、14兵庫造船所、 

15佐渡金山[新潟]、16生野銀山[兵庫]、17院内銀山[秋田]、18阿仁
あ に

銅山[秋田]、 

19小坂銅山[秋田]、20釜石鉄山[岩手]、21高島炭坑[長崎]、22三池炭坑[福岡]、 

幌内炭坑[北海道]、深川セメント製造所[東京]、品川硝子製造所[東京] 

※別子
べっし

銅山[愛媛]は民営(住友) 

 製糸・紡績…生糸・綿糸の機械化・生産拡大 23輸出拡大をめざす 

  <例>24富岡製糸場    [群馬：1872]…25フランス(士族の子女ブリューナ)の技術 富岡工女を養成 

    26新町紡績所[群馬：1877]  愛知・千住[東京]・堺・広島などにも官営紡績所 

 農牧業…技術改良 <例>27駒場農学校(→東大農学部)、三田
み た

育種場、内藤新宿試験場 

     治水灌漑 <例>安積疎水[福島]、明治用水[愛知]  

北海道の開発 ※1869．蝦夷地を28北海道と改称(←松浦武四郎が｢北加伊道｣と命名)  

29開拓使   設置[1869.東京→1871.札幌]  顧問30ケプロン[米]            

 ・31アメリカ式大農場経営を移植→32札幌農学校設立[1876]…33クラーク[米]教頭ほか 後の北海道大学 

・34屯田兵   制度[1874]…35黒田清隆   の建議(開拓使次官)  開拓と防衛 36士族授産の一つ 

 ・官営工場、炭坑、鉄道 など 囚人労働も利用 一時は樺太も管轄           

 ※1882．廃止→３県(37函館･札幌･根室)→1886．県を廃止して38北海道庁設置 

	  



交通・通信制度 

 鉄道("陸蒸気
おかじょうき

") 391872．40新橋(東京)・横浜間 41イギリス(モレル)の技術を輸入 

            →1874. 42大阪・神戸間→1877.大阪・京都間→431889.東海道全線開通 

 郵便 44前島密   [越後高田]の建議[1871] 

    →東京・大阪間に官営郵便→45万国郵便連合条約加盟[1877] 

 電信 1869．東京・横浜間 →46万国電信連合条約加盟[1879] 

電話 1877年に輸入(ベルが発明した翌年) 1890.東京・横浜間 

 海運 47岩崎弥太郎    [土佐]の活躍…政府と結び台湾出兵・西南戦争などで活躍 

48九十九
つ く も

商会(1870)→49三菱商会→三菱汽船会社(1875)→51日本郵船会社(1885) 

日本国郵便蒸気船会社 吸収           合同  50共同運輸会社(半官半民,三井系) 

☆52政商  の成長…政府から特権付与 金融・貿易・運輸などの分野で独占的に活動 

  商人出身：53三井  組(1876.最初の民間銀行)、大倉組、小野組・島田組(ともに1874に破産)など 

  武士出身：54岩崎弥太郎→55弥之助(土佐：三菱、海運業)  56五代友厚   (薩摩：貿易会社) 

       57渋沢栄一   (旧幕臣：58第一国立銀行、59大阪紡績会社など) 

初期の通貨・金融制度 

☆紙幣の種類 60不換紙幣  …金・銀などの61正貨との交換が約束されていない紙幣 

                →自由に発行できるため乱発の恐れ 信用度が低い 

62兌換紙幣  …金・銀などの正貨と交換可能を約束した紙幣 

                →発行しにくいため乱発を防止できる 信用度が高い 

☆63金本位制  …紙幣を金と兌換する制度 外国との貿易の決済も金で行う 

 明治初期 戊辰戦争→戦費不足→64太政官札   ・65民部省札(不換紙幣)の発行→経済悪化 

  66新貨条例   (671871)…新貨幣制度 68十進法 単位69円 ・銭 ・厘  大阪 70造幣局(寮) 

               71金本位制（実際は72金銀複本位制）※欧米は金、東アジアは銀本位 

  73国立銀行条例     (741872)…アメリカの「ナショナルバンク」がモデル 75経営は民営 

                       76渋沢栄一中心 77兌換紙幣発行が義務  

              78４行のみ（79第一、第二、第四、第五） 

  →80条例改正[1876]…81不換紙幣でも発券を許可 →急増 82第百五十三国立銀行で打ち切り 

     ※この年、金禄公債証書発行 →華族など投資が容易になる <例> 第十五国立銀行 

 → 問題 83紙幣の乱発によるインフレの進行 

 

 

【時代順問題に挑戦】※くげオリジナル 

Ⅰ③東京上野公園で、第１回内国勧業博覧会が開催された。  

Ⅱ②新橋・横浜間に鉄道が敷かれた。 

Ⅲ①円・銭・厘の新しい貨幣制度が設けられた。 
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